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今シーズンの沢の足ならしで、丹沢葛葉川本谷へ行ってきた。入渓は私達を含めて 3 パーティー。 

のんびりと遡行し、沢の感触を取り戻すのにちょうど良い沢でした。 

 

自宅を出て葛葉の泉まで 1 時間半ぐらいで到着、朝発で充分楽しめる。 

葛葉の泉駐車場で支度を済ませ、葛葉の泉横の葛葉川に掛かる橋を渡り、50m ほど上流にある堰

堤の上から入渓。 

入渓から登れる小滝が続き楽しい。 

  

 

ゴルジュの中の連瀑は水流沿いを登るが、最後の 5m は濡れそうなので滝の手前右側の岩場を登

る。 

  

 

 



横向ノ滝 8m は左側の壁を登る。 

  

 

葛葉川本谷の核心の板立ノ滝 8m は右手の乾いた壁を登る。念のためロープを出して確保した。 

  

 

しばらく進むと林道に架かる大平橋に出会う。大平橋手前の曲がり滝は水流を上がり、大平橋の

下をくぐり、休憩を取る。 

  

 

 

 



大平橋を過ぎた後も小滝が続くが快適に超えてゆくと、富士形ノ滝が現れる。左から岩の形に沿

って右上し、そのまま右の乾いた岩を登った。難しくないが、高度感があるので、乾いた壁の登

りにはお助けロープを出した。 

  

 

富士形の滝を過ぎると三俣がでてくる。三俣を左に進み 3 段 15m 滝を過ぎると。左側にピンクリ

ボンがつけられた涸れ沢が出てくる。涸れ沢の踏み跡をたどっていくと、三ノ塔尾根の登山道に

でる。 

  

 

三ノ塔登山道で三ノ塔に上がり、沢装備を解除。 

  



小休止のあと二ノ塔から二ノ塔尾根を下り１時間ほどで葛葉の泉の到着。 

沢の足慣らしにちょうど良い沢だった。 

 

ｺｰｽﾀｲﾑ : 葛葉の泉 8:00 ～ 8:15 堰堤上(入渓) ～ 8:30 ゴルジュ３段連瀑 ～ 8:50 横

向けの滝～ 9:10 起立ノ滝 ～ 9:50大平橋 10:00 ～ 10:30富士形ノ滝 ～ 10:50 三俣 ～ 

11:15 涸れ沢 ～ 11:40 三ノ塔尾根 ～ 12:00 三ノ塔 12:30 ～ 12:45 二ノ塔 ～ 13:50 

葛葉の泉 

 

以上 


